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〔要旨〕  宋代の詩人たちにとって、梅花は特別な愛着の対象であっ
た。このことは、内面性を重んじる彼らの美意識が、まだ寒いうちに咲く梅花に孤高の美を見出したことによると考えられる。宋代には詠梅詩が詩人たちの一大公案 なり、梅の詩を多数手がける詩人も出現した。南宋 代表する大詩人陸游もその一人であり、その『剣南詩稿』には、詩題に明記するだけで百五十首を越える詠梅詩が収録されている。この論文では、まず最初に陸游の生涯にわたる梅花 の創作状況を 覧表にして概観し、それから『剣南詩稿』巻五十 収録されている「梅花絶句」六首のすべて 紹介し、詳し 解説する こ らの作品は『宋詩鈔』にまとめ 収録されており、特に其三は陸游 詠梅詩の中で最も有名な作品と言っても過言ではない。








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































陸游にとって忘れがたい日々であった。長官である范成大は陸游を文学の友人として厚遇し、身分 違いを度外視して詩文を語りあい、多く 作品を応酬 た
（
12）。しかしそれは同時に、失地回
復の理想が挫折し、南鄭の前線基地から撤退を余儀なくされた失意と無念の日々でもあった。ここで陸游は、一言では語れない複雑な思いを胸に、往時を回想しているのである。陸游が蜀 離れてから、この時点ですでに四半世紀に近い年月が経過して る。  「合江園」は、成都にあった庭園の名。成都を流れる二すじの川が合流する地点にある。蜀から帰 直後に建安 書かれた「梅花絶句」
（ 『詩稿』巻十）
其五に「蜀王小苑旧池台、江北










著」は、話せば、話をすれば。 「著」は、動詞の後につく助詞。「断魂」は、 「断腸」とほぼ同義。唐・杜牧の作と伝えられる七絶「清明」に「清明時節雨紛紛、路上行人欲断魂〔清明 時節
   




























































































































































































































































風景。それを見るにつけても望郷の思いはつのる。陸游は、これを換骨奪胎したのであろう。吉川幸次郎氏の『宋詩概説』 （二〇〇六年二月、岩波文庫）序章「宋詩の性質」第八節「唐詩と宋詩」は、 「唐詩と宋詩 差違を示す、おもしろ 資料」として柳宗元と陸游の七絶を比較し、次のように論じている。　ところで、一千一億とわが身の分身を作りたいという発想






















19）。ところで、 『校注』 『宋詩鈔』 いずれも 「一樹梅前」




































































楊貴妃の美しさをたたえる詩で用いた表現を、老詩人の花見の詩に転用した所が面白い。 「看到残 花がすっかり損なわれてしまうまで見ている、の意。梅花の観賞が一日にとどまらないことを表す。  「只怪」は、ただひたすら怪しむ。自分自身の行動を第三者の視点でとらえ、突き放 て表現したものである。後半二句幾分おどけた筆致で書かれているが、要す に、俗人と面会し



















































































生 　一桐帽、自ら惜しむ 　塵埃を犯すを〕 」とうたっている。  「篸」は、名詞としてはかんざしの意だが、ここでは動詞として用いられている。梅の枝を手折り、それをかんざしのように帽子に挿す、というのである。現代の感覚からす 幾分無作法であるが、天真爛漫な詩人はそんなことには頓着しないのであろう。この時に限らず、陸游は他の詩でも、梅の枝 手折り帽子（時 は冠）に挿すことを繰り返しうたっている
（
21）。もっ

















































































































































































































五年に書かれた七言十首（ 『詩稿』巻十） 。第二は、紹熙二年 書かれた五言十首、第三は、同年に書かれた七言二首（いずれも『詩稿』巻二十四） 。第四は、嘉泰元 四 『詩稿』巻四十九） 、第五は、嘉泰二年に書かれた七言六首（ 『 稿』巻五十）で る。第一が建安で書かれた他は すべて山陰で書かれている。一覧表を参照のこと。
（９）
 
河上肇氏の『陸放翁鑑賞』 （二〇〇四年九月、 岩波書店）は、 五言「梅
花絶句」 十首のすべてを収録している。また 『宋詩別裁集 は、 「梅花絶句」十首の其四と「梅花」五首の其四を収録している。
（










七律「自合江亭渉江至趙園」 （ 『詩稿』巻六） 、七古「遊合江園戯題」 、
七律「合江夜宴帰馬上作」 （以上『詩稿』巻七）など。
（








でも「蜀王故苑犁已遍 散落尚有千雪堆 うたっている。もっとも、梅の花を雪にたとえる発想は、決して陸游の独創ではない。南朝陳・蘇子卿 五古「梅花落」に、すでに「中庭一樹梅、寒多葉未開。只言花是雪、不悟有香来」 あり、またこれを翻案した北宋・王安石の五絶「梅花」に「牆角数枝梅、凌寒独自開。遥知不是雪、為有暗香来」とある。
（


































23）  『宋詩鈔』に収録されている陸游の詠梅詩は、収録順に、七絶「梅花絶句」十首の其四、其五、其八 其九、 七絶「観梅至花涇高端叔解元見尋」二首の其二、 七律 小飲梅花下作」 、 七絶 梅花絶句」六首 律「探梅」 、七律「湖山尋梅」二首の合計十九首である。このうち「観梅至花涇……」其 は、 石川忠久氏の『漢詩をよむ 　陸游一〇〇選』 （二〇〇四年十二月、日本放送出版協会 に収録され いる。
